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第 1 章 スポーツ競技におけるレジリエンスに関する研究の動向  

今日，大学生運動部員の心理的なストレスを起因とした様々な問題が起きて

いる（ e .g ,  岡・竹中・  松尾・堤， 1998；上野・清水， 2011）。大学生運動部員

のストレス問題は，単に競技パフォーマンスの低下を引き起こすだけでなく，

競技生活を断念する事態や将来の進路やキャリア・パスに対する影響，さらに

はバーンアウトやうつ病などといったメンタルヘルスに関わる精神病理学

的な問題に発展することが報告されている（ e .g ,  Raedeck & Smith， 2001；大

熊・西村， 2003）。  

そ の よ う な 問 題 に 対 す る 予 防 策 ・ 解 決 策 を 講 じ る 上 で ， レ ジ リ エ ン ス

（ res i l i ence）の概念が注目されている。レジリエンスは，ネガティブな出来事

から生じるストレスのインパクトを緩和し，適応を促す上で重要な要因である

ことが報告されている（ e .g . ,  Ru t te r， 1987；小塩・中谷・金子・長峰， 2002）。

近年では，運動部員や競技者を対象とした，レジリエンス研究が僅かながら増

えてきているが，国内外ともにいまだ少ないのが実情である。本研究では，レ

ジリエンスの概念を包括的に捉えることを前提とした定義である，「困難で脅威

的な状況にも関わらず，うまく 適応 する 過程・ 能力 ・結 果」（ Masten ,  Bes t ,  &  

Garmezy， 1990）を基本的な概念として捉えた上で研究を進める。  

 

第 2 章 本研究の目的と意義  

本研究では，スポーツ競技の領域によるレジリエンスの基礎理論を確立する

上で，大学の部活動に従事している運動部員のレジリエンスの構造と機能の解

明の検討を試みる。今日までに，十分なエヴィデンスの蓄積がされていないス

ポーツ競技におけるレジリエンスを多角的な横断的・縦断的研究によって明ら

かにすることに意義がある。これらの一連の研究は，現代のスポーツ心理学の

研究の発展に大きく寄与するだけでなく，競技者の将来性や生涯発達における

心 理 的 機 能 の 向 上 に 重 要 か つ 新 た な 視 座 を も た ら す と 考 え ら れ る （ Gal l i  & 

Vea ley， 2008）。  
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第 3 章 大学生運動部員のレジリエンスの構造と機能に関する研究  

第 1 節 大学生運動部員用レジリエンス尺度の開発の試み：研究 1 

本節では，大学生運動部員を対象としたレジリエンスを測定する尺度を開発

し，基本的属性（性別・競技成績・レギュラー），ストレス反応との関連を検討

することを目的とした。分析の結果，6 因子（環境要因：「部員からの心理的サ

ポート」，「友人からの心理的サポート」，内的要因：「競技的身体力」，「競技的

自己理解」，「競技的意欲・挑戦」，「競技的精神力」） 24 項目から構成される，

信頼性と構成概念妥当性を兼ね備えた尺度が開発された。またレジリエンスの

各下位尺度および総合得点において，基本的属性（性差，競技成績，レギュラ

ー差）による有意な差が認められた。さらに，レジリエンスの各下位尺度が，

ストレス反応の説明変数となることが確認され，レジリエンスとストレス反応

の間に，有意な負の標準偏回帰係数が示された。  

 

第 2 節 大学生運動部員のレジリエンスモデルの構築：研究 2  

本節では，大学生運動部員を対象とした，レジリエンスモデルの構築を行う

こ と を 目 的 と し た 。 分 析 の 結 果 ，モデルの 適合度 を表す各指標（ GFI=.99，

AGFI=.94， C FI=.99， RMSEA=.08） か ら，モデルの有効性 が確認さ れ， そ れぞ

れの観測変数が有意な影響性を示すことが明らかとなった。そのため，大学生

運動部員のレジリエンスは，ストレッサーに対して有効に機能し，ストレス反

応を低減し，自尊感情を高めるといった本研究の仮説モデルを実証することが

できた。  

 

第 3 節 大学生運動部員におけるレジリエンスの 2 過程モデルの検討：研究 3 

本節では，大学生運動部員を対象とした，レジリエンスの 2 過程モデルを検

討することを目的とした。分析の結果，モデルの適合度を表す各指標（ GFI= .99，

AGFI=.94， C FI=.98， RMSEA=.06，AIC=28.29）から，モデルの有効性が確認さ

れ，それぞれの観測変数が有意な影響性を示すことが明らかとなった。そのた

め，大学生運動部員のレジリエンスは自尊感情を媒介し，バーンアウトを低下

させ，さらにはレジリエンスから競技パフォーマンスの自己評価を媒介し，主

観的な競技者としての成長度を高める， 2 過程モデルが確認された。  
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第 4 節 大学生運動部員のレジリエンスと自尊感情，部活動適応感との関連：

研究 4 

本節では，大学生運動部員を対象とした，レジリエンスと自尊感情，部活動

適応感との関連を検討することを目的とした。分析の結果，モデルの適合度指

標は十分な値を示し （ GFI= .99， AGFI= .94， C FI=.98， RMSEA=.06），モデルの

有効性が確認され，それぞれの観測変数が有意な影響性を示すことが明らかと

なった。そのため，大学生運動部員のレジリエンスには，自尊感情と部活動適

応感を向上させ，さらには自尊感情を介して，部活動適応感を促進させる機能

があることが示唆された。  

 

第 5 節 大学生運動部員のレジリエンスとバーンアウトとの関連：研究 5 

本節では，大学生運動部員を対象とした，レジリエンスとバーンアウトの関

連性を検討することを目的とした。分析の結果から，特定のレジリエンスとバ

ーンアウト間で 1 次回帰分析および 2 次回帰分析で有意な関連が見られた。そ

のため，レジリエンスがバーンアウトを低下させる一方で，変数間の組み合わ

せによってはバーンアウトを高める可能性も示唆された。  

 

第 6 節 大学生運動部員のレジリエンスとパーソナリティとの関連：研究 6 

本節では，大学生運動部員を対象とした，レジリエンスとパーソナリティ，

資質的・獲得的レジリエンスとの関連を検討することを目的とした。分析の結

果から，モデルの適合度を示す各値は GFI=.98，AG FI=.93，C FI =1 .00，RMSEA=.01

であり，十分な値を示した。また，大学生運動部員の特定のレジリエンスとパ

ーソナリティ，資質的・獲得的レジリエンス要因との間に有意な関連があるこ

とが明らかにされた。そのため，パーソナリティが資質的・獲得的レジリエン

ス要因を介して，大学生運動部員のレジリエンスに関連していることが示唆さ

れた。  

 

第 7 節 大学生運動部員のレジリエンスと競技パフォーマンスとの関連：研究

7  

本節では，大学生運動部員を対象とした，レジリエンスと心理的パフォーマ
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ンス SE，競技パフォーマンスとの関連を明らかにすることを目的とした。分析

の結果，適合度指標は G FI=.95， AG FI=.86， CFI= .91， RMSEA=.08， AIC=85.92

であった。国際・全国大会出場経験有り群では，レジリエンスが心理的パフォ

ーマンス SE を介して，競技パフォーマンスの自己評価を高めることが示唆さ

れた。一方で，経験無し群では，レジリエンスと競技パフォーマンスの自己評

価に直接的に正の関連が見られ，またレジリエンスから心理的パフォーマンス

SE との間に正の関連が示されたが，レジリエンスが心理的パフォーマンス SE

を介して競技パフォーマンスの自己評価を高める経路は確認されなかった。  

 

第 8 節 レジリエンスの主観的グラフ描画法の開発の試み：研究 8 

本節では，大学生運動部員を対象とした，レジリエンス過程を検証するため

の新たな測定指標として，主観的グラフ描画法を構成し，個人内特性との関連

を明らかにすることを目的とした。分析の結果，レジリエンスの主観的グラフ

描画法によって得られた得点とパーソナリティ，自尊感情，人格特性的自己効

力感，競技パフォーマンスの自己評価の変数と関連があることが示された。こ

のことから，大学生運動部員のレジリエンス過程を明らかにする一手法として，

主観的グラフ描画法の有用性が確認された。  

 

第 9 節 大学生運動部員のレジリエンスに関する縦断的研究：研究 9 

本節では，横断的調査では把握できない時間の経過にもとづくレジリエンス

の変化を明らかにするために，量的方法による大学生運動部員のレジリエンス

の縦断的調査をすることを目的とした。分析の結果，時期によってレジリエン

スと自尊感情，部活動適応感，競技パフォーマンスの自己評価の変数間で有意

なパスの方向性が異なることが示唆された。また，レジリエンスが高い大学生

運動部員は， Tim e1 の時点でのバー ンアウトを低 下させるだ けでなく ， Time2

の時点で一時的にバーンアウトの得点を高めても， Time3 の時点で Time1 の時

点のバーンアウトの得点近辺まで低下させることが示唆された。  

 

第 4 章 総合考察  

本研究の結果から，大学生運動部員のレジリエンスの構造と機能を明らかに
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することができた。具体的には，横断的・縦断的研究から，大学生運動部員の

レジリエンスが， 1）メンタルヘルスに対する効果， 2）競技パフォーマンスに

対する効果の 2 側面の機能を有することを実証した。つまり，大学生運動部員

のレジリエンスの機能は，競技力向上においても重要な要因になるだけでなく，

ネガティブな出来事から生じるストレスのインパクトを緩和し，適応や心身の

健康を促すことが示唆された。さらに，レジリエンスが，競技者の人間的・競

技的な成長を促すだけでなく，バーンアウトやドロップアウトを防止し，メン

タルヘルスの保持・増進に貢献する基礎理論を確立した。  

本研究の成果を踏まえ，スポーツ活動や部活動の現場の指導者に，より良い

チーム作りに向けた環境の構築や，競技者一人ひとりのレジリエンスを効果的

に育成するための支援方略を提案することができる。特に，東京 2020 オリンピ

ック・パラリンピック競技大会の開催を 5 年後に控えた今，スポーツ本来の役

割である「競技者の心身の健全な発達を促し，人生をより豊かで充実したもの

とする」ための支援のあり方を検討することが求められている（文部科学省，

2013）。すなわち，競技における勝敗は，競技者にとって重要な意味をもつ一方

で，それだけがスポーツの最終的な目標ではないことが考えられる。そのため，

レジリエンスに関する一連の研究成果は，国内の多くの年代層またさまざまな

競技に所属する競技者の競技パフォーマンスとメンタルヘルスの促進・向上に

多いに貢献することができ，さらに競技者としての人間的・競技的な成長に寄

与することが期待される。



i 
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